
佐
河
田
'
昌
俊
の
連
歌
資
、
料

渡

辺

憲

司

ま
幽
え
，
が
 
き

 
佐
河
田
昌
俊
喜
六
（
天
正
十
六
～
寛
永
二
十
年
）
，
は
、
江
戸
時
代
初
期
、
所

謂
、
寛
永
文
化
圏
に
お
い
て
、
小
堀
遠
州
、
松
花
堂
昭
乗
、
林
丸
山
等
と
親
密

な
交
遊
関
係
を
も
っ
た
人
物
乏
し
て
知
ら
れ
る
。
寛
永
文
化
圏
の
武
家
側
の
、
中

心
的
な
一
人
で
あ
っ
た
。
昌
俊
は
、
地
下
の
歌
人
の
少
な
か
っ
た
江
戸
時
代
初

期
に
お
い
て
、
勅
撰
の
「
集
魚
歌
仙
」
に
そ
の
名
を
残
し
、
ま
た
江
戸
時
代
後

期
の
歌
人
達
か
ら
は
、
木
下
参
議
子
、
北
村
季
吟
、
望
月
長
孝
等
と
比
肩
す
る

 
 
 
 
 
 
 
 
（
注
1
）

評
価
を
与
え
ら
れ
て
い
た
。
江
戸
時
代
初
期
の
代
表
的
武
家
歌
人
で
あ
る
。
現

代
に
お
い
て
も
、
「
京
都
に
暫
く
住
ん
で
風
流
文
雅
の
会
話
に
耳
を
傾
け
て
い

る
と
、
昌
俊
の
名
を
一
年
の
う
ち
に
一
、
二
度
位
は
必
ず
聞
く
」
と
い
っ
た
人

 
 
 
 
（
注
2
）

物
で
も
あ
る
。

 
し
か
し
、
文
学
史
上
に
お
い
て
は
、
他
の
寛
永
文
化
圏
の
人
物
に
比
べ
て
、

あ
ま
り
関
心
の
は
ら
わ
れ
な
か
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。

 
そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
文
学
史
上
に
お
い
て
検
討
を
加
え
ら
れ
る
べ
き
具

体
的
な
作
品
く
歌
・
連
歌
V
が
、
ほ
と
ん
ど
未
紹
介
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
佐
河
田
昌
俊
の
全
体
像
を
初
め
て
紹
介
ざ
れ
た
宗
政
五
十
緒
氏
の

 
 
 
 
 
（
注
3
）

論
考
に
お
い
て
も
、
ま
た
早
く
よ
り
昌
俊
に
多
く
の
関
心
を
寄
せ
ら
れ
た
金
関

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
注
4
）

丈
夫
氏
の
論
考
に
お
い
て
も
、
歌
や
連
歌
の
今
に
残
る
も
の
は
少
な
い
よ
う
で

あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。

 
歌
に
つ
い
て
は
、
今
迄
に
二
百
数
首
が
存
す
る
こ
と
を
、
井
上
宗
雄
先
生
、

冨
阻
勝
治
直
前
の
御
教
示
に
よ
っ
て
知
り
、
翻
刻
の
機
会
等
を
得
さ
せ
て
い
た

 
 
（
注
5
）

だ
い
た
。
本
稿
は
、
先
達
の
紹
介
さ
れ
た
連
歌
資
料
に
補
足
を
加
え
、
佐
河
田

昌
俊
研
究
の
基
礎
的
作
業
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
が
、
連
歌
の
具
鉢
的
な
作
品

の
紹
介
は
別
に
…
機
会
を
改
め
、
・
連
歌
会
の
記
録
を
通
し
て
交
遊
関
係
に
つ
い
て

考
え
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
三
十
代
前
半
ま
で
の
佐
河
田
昌
俊
の

 
 
＼
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
注
6
）

伝
記
研
究
を
試
み
た
拙
稿
の
続
篇
を
な
し
、
三
十
代
後
半
以
降
の
昌
俊
の
動
向

に
つ
い
て
ふ
れ
よ
う
と
し
た
も
の
で
も
あ
る
σ

 
以
下
、
列
記
し
た
資
料
の
ほ
と
ん
ど
は
、
「
連
歌
の
史
的
研
究
」
（
福
井
久
蔵
、

昭
和
五
年
）
を
手
が
か
り
に
確
認
し
た
も
の
で
、
新
資
料
な
ど
と
称
す
べ
き
も

の
で
は
な
い
が
、
今
迄
に
佐
河
田
昌
俊
の
連
歌
資
料
と
し
て
、
そ
の
伝
記
研
究

等
に
お
い
て
ふ
れ
ら
れ
た
も
の
は
、
管
見
の
範
囲
で
は
三
種
程
で
あ
り
、
ま
と

ま
っ
た
形
で
提
示
す
る
こ
と
に
、
何
等
か
の
意
味
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
ま

た
、
こ
れ
を
機
に
大
方
の
御
教
示
を
御
願
い
し
、
年
譜
作
成
の
折
に
補
足
し
た
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い
と
考
え
て
い
る
。
♂

（1）（2）（3）（4）

算
用
数
字
は
整
理
番
号
、
漢
数
字
は
句
数
、
圏
点
筆
者
。

慶
長
二
十
年
六
月
二
十
八
日
、
日
下
部
五
郎
八
興
行
百
韻
。
 
（
京
都
大
学

付
属
図
書
館
蔵
「
昌
琢
発
句
連
歌
」
）

昌
琢
 
十
一
、
宗
好
 
九
、
玄
仲
 
九
、
未
云
 
八
、
忠
利
 
七
、
昌
侃

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

九
、
，
於
松
 
八
、
圓
政
 
八
、
玄
俊
 
七
、
尚
俊
 
七
、
玄
的
 
七
、
寛

佐
七
、
小
書
二
、
心
画
一
。

元
和
三
年
八
月
四
日
、
夢
想
之
百
韻
。
（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
「
連
歌
合

集
九
・
＋
八
」
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、

御
 
一
、
下
松
 
十
、
昌
琢
 
十
三
、
玄
仲

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
コ
へ

了
侃
 
十
、
以
省
 
八
、
三
佐
 
九
、
尚
俊

九
、
執
筆
 
一
。

元
和
七
年
十
月
二
十
四
日
、
玄
陳
発
句
百
韻
。

集
」
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

玄
徳
 
七
、
信
的
 
六
、
昌
琢
 
七
、
昌
俊
 
六
、

七
、
禅
昌
 
二
、
行
生
 
六
、
宣
滋
 
七
、

重
信
 
六
、
宗
順
 
七
、
順
息
 
六
、
貞
重

六
、
景
治
 
一
、
豊
一
 
六
、
住
丹
 
一
。

十
二
、
昌
現

七
、
三
図
 
九
、

玄十
的一

（
天
理
図
書
館
蔵
「
連
歌

 
 
慶
順

紹
由
 
二
、

六
、
道
哲

二
、
昌
侃

玄
的
 
七
、

二
、
政
直

寛
永
四
年
四
月
二
十
五
日
、
敬
公
証
夢
想
倭
漢
。
 
（
天
理
図
書
館
蔵
）

御
 
一
、
尾
張
大
納
言
 
二
、
本
堂
国
師
 
十
一
、
玄
仲
．
十
一
、
応
昌

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

十
、
玄
益
、
十
、
道
春
 
十
、
元
竹
 
九
、
昌
俊
 
十
、
永
喜
 
九
、
正

意
 
八
、
聴
意
 
八
、
玄
高
幽
一
。

（5）（6）（7）（8）（9）

寛
永
四
年
十
一
月
二
十
五
日
、
定
勝
公
万
句
御
連
歌
之
内
隠
初
何
連
歌
。

（
上
杉
家
文
書
『
犬
日
本
古
文
書
、
家
わ
け
第
十
二
』
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

定
勝
、
宗
茂
、
紹
之
、
外
由
、
義
成
、
家
政
、
昌
俊
、
，
昌
純
。

寛
永
四
年
十
二
月
二
十
五
日
パ
金
森
出
雲
守
興
行
百
韻
。
 
（
京
都
大
学
付

属
図
書
館
蔵
「
昌
琢
発
句
連
歌
」
）
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・

昌
琢
 
十
三
、
重
頼
 
十
、
安
元
 
九
、
応
昌
 
十
、
俊
賀
 
八
、
藤
甫

 
 
ヘ
 
 
へ

九
、
昌
俊
 
九
、
以
省
 
九
、
昌
隠
 
八
、
尭
政
 
七
、
寿
伯
 
七
、
心

耳
 
一
。

寛
永
五
年
正
月
十
四
日
、
脇
坂
淡
路
守
興
行
百
韻
。
（
京
都
大
学
付
属
図
書

館
蔵
「
昌
琢
発
句
連
歌
」
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
「
連
歌
合
三
九
・
十
九
」
）

昌
琢
 
十
三
、
・
安
元
 
十
、
重
頼
 
九
、
応
昌
 
九
、
朝
賀
 
八
、
重
保

 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

八
、
親
直
 
七
、
昌
俊
 
八
、
藤
甫
 
七
、
昌
隠
 
七
、
玄
仲
 
十
三
、

執
筆
 
一
。

寛
永
五
年
正
月
二
十
八
日
、
浅
草
文
珠
院
興
行
百
韻
。
 
（
京
都
大
学
付
属

図
書
館
蔵
「
昌
琢
発
句
連
歌
」
）

昌
琢
、
十
三
、
応
昌
 
十
、
安
元
 
九
、
重
保
 
八
、
外
由
 
八
（
以
省

 
 
ヘ
 
 
 
へ

九
、
昌
俊
 
十
、
千
島
 
九
、
元
次
 
七
、
貞
三
 
八
、
栄
清
 
八
、
公

訴
 
一
。

寛
永
七
年
正
月
十
口
、
蒔
田
権
佐
興
行
百
韻
。
 
（
京
都
大
学
国
文
研
究
室

蔵
「
昌
琢
二
千
句
」
）

広
野
 
一
、
定
光
 
一
、
広
則
 
一
、
定
正
 
一
、
勝
則
 
一
、
正
吉

一
、
長
広
 
一
、
広
安
．
一
、
定
長
 
一
、
次
長
 
一
、
昌
琢
 
十
二
、

 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

応
昌
 
九
、
昌
俊
 
十
、
昌
程
．
九
、
以
省
 
二
、
徳
元
 
九
、
昌
隠

十
、
吉
清
 
十
、
重
観
 
九
、
昌
悦
．
九
、
執
筆
 
一
。
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寛
永
七
年
正
月
十
三
日
、
小
出
大
和
守
興
行
百
韻
。
 
（
京
都
大
学
付
属
図

書
館
蔵
「
昌
琢
発
句
連
歌
」
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

昌
琢
十
三
、
吉
英
九
、
応
昌
十
、
昌
程
・
十
、
重
成
九
、
昌
俊
 
九
、

貞
三
 
九
、
能
泉
 
八
、
栄
清
 
八
、
旧
観
 
七
、
昌
悦
 
七
、
二
三
 
一
。

寛
永
七
年
正
月
二
十
一
日
、
岡
本
宮
内
興
行
百
韻
。
 
（
京
都
大
学
付
属
図

書
館
蔵
「
昌
琢
発
句
連
歌
」
）

昌
琢
 
十
三
、
義
保
 
九
、
応
昌
 
九
、
昌
昌
 
九
、
以
省
 
八
、
重
秀

 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

七
、
保
温
 
八
、
昌
俊
 
八
、
外
由
，
八
、
目
隠
 
七
、
泰
次
 
六
、
元

次
 
七
、
保
定
 
一
。

寛
永
七
年
正
月
二
十
四
日
、
岡
本
伊
兵
衛
興
行
百
韻
。
 
（
京
都
大
学
付
属

図
書
館
蔵
〔
昌
琢
発
句
連
歌
」
）
，

昌
琢
 
十
三
、
保
心
 
八
、
義
保
 
九
、
昌
程
魑
，
八
、
応
昌
 
九
、
以
省

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

八
、
外
由
 
七
、
昌
隠
 
九
、
昌
俊
 
八
、
泰
次
 
六
、
重
好
 
七
、
昌

悦
 
七
、
丈
公
 
一
。

寛
永
七
年
二
月
三
日
、
脇
坂
淡
路
守
興
行
百
韻
。
 
（
京
都
大
学
付
属
図
書

館
蔵
「
昌
琢
発
句
連
歌
」
）

昌
琢
 
十
三
、
安
元
 
十
一
、
忠
国
 
九
、
昌
程
 
子
馬
勝
之
 
十
、
応

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

昌
 
九
、
頼
定
 
八
、
重
成
 
七
、
昌
俊
．
八
、
以
省
 
八
、
徳
元

七
、
 
良
定
 
一
。

寛
永
七
年
二
月
二
十
四
日
、
知
足
院
興
行
百
韻
。
 
（
京
都
大
学
付
属
図
書

館
蔵
「
昌
琢
発
句
連
歌
」
）

昌
琢
 
十
三
、
栄
僧
 
八
、
俊
賀
 
九
、
早
書
十
、
昌
程
九
、
義
保
九
、

ヘ
 
 
ヘ
 
 
ロ

昌
俊
 
九
、
以
省
、
八
、
外
塀
 
九
、
弓
隠
 
八
、
吉
次
 
七
、
友
半
 
一
。

寛
永
七
年
二
月
二
十
九
日
、
佐
久
間
大
膳
興
行
百
韻
。
 
（
京
都
大
学
付
属

佐
河
田
．
昌
俊
の
連
歌
資
料

（16），（IT（18）（19）

図
書
館
蔵
「
昌
琢
発
句
連
歌
」
）

昌
琢
 
十
三
、
勝
之
 
十
、
俊
賀
 
十
、
安
元
 
九
、
応
昌
 
十
、
玄
宥

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

七
、
昌
程
 
九
、
乗
秀
 
七
、
以
省
 
八
、
昌
俊
 
九
、
昌
悦
 
七
、
良

定
 
一
。

寛
永
七
年
三
月
十
七
日
、
大
覚
院
興
行
百
韻
。
 
（
京
都
大
学
付
属
図
書
館

蔵
「
昌
琢
発
句
連
歌
」
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の
 
 
ヘ
 
 
へ

昌
琢
 
十
三
、
乗
秀
 
八
、
応
唱
 
十
、
白
日
程
 
九
、
昌
俊
 
九
、
．
外
由

十
、
元
次
八
、
宗
蒋
八
、
畠
田
．
八
、
山
元
七
、
以
省
九
、
丈

公
 
一
。

寛
永
八
年
二
月
十
八
日
、
脇
坂
淡
路
守
興
行
百
韻
。
 
（
国
立
国
会
図
書
館

蔵
「
連
歌
合
集
九
・
二
一
」
）

昌
琢
 
十
三
、
一
通
 
十
、
昌
程
 
十
一
、
安
元
 
十
一
、
重
頼
 
九
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

勝
之
 
九
、
久
盛
 
三
、
重
成
 
九
、
昌
俊
 
九
、
昌
悦
 
八
、
重
好

七
、
丈
公
 
一
。

寛
永
八
年
二
月
二
十
日
、
小
出
大
和
守
興
行
百
韻
。
 
（
国
立
国
会
図
書
館

蔵
「
連
歌
合
集
九
・
二
一
」
）

昌
琢
 
十
三
、
吉
英
 
九
、
重
成
 
九
、
重
頼
 
十
、
上
程
 
十
、
自
省

 
 
ヘ
 
 
へ

八
、
昌
俊
九
、
紹
益
七
、
貞
三
八
、
栄
清
九
、
昌
悦
．
八
、
丈

公
 
一
。

寛
永
十
年
ご
月
九
日
、
糸
屋
宇
右
衛
門
興
行
百
韻
。
 
（
京
都
大
学
付
属
図

書
館
蔵
「
昌
琢
発
句
連
歌
」
）

昌
琢
 
十
三
、
友
直
 
七
、
勝
訴
 
十
二
、
公
頼
 
八
、
昌
硯
 
九
、
慶
「

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

純
 
九
、
玄
陳
 
八
、
紹
由
 
八
、
了
悦
 
八
、
玄
的
 
八
、
昌
俊

八
、
仙
安
 
一
、
小
弥
 
一
。
 
＼
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寛
永
十
年
二
月
二
十
日
、
木
屋
庄
九
郎
興
行
百
韻
。
 
（
国
立
国
会
図
書
館

蔵
「
連
歌
合
集
九
・
二
一
」
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

昌
琢
 
十
四
、
光
保
 
八
、
長
忠
 
四
、
昌
程
 
十
二
、
昌
俊
 
十
一
、

徳
元
 
八
、
至
言
 
十
、
昌
悦
 
八
、
春
宣
 
九
、
、
保
忠
 
八
、
則
知

七
、
大
助
 
一
。

寛
永
十
年
三
月
十
日
、
沼
津
右
兵
衛
興
行
百
韻
。
（
「
連
歌
の
史
的
研
究
」

に
よ
る
。
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

昌
琢
、
俊
長
、
昌
程
、
昌
俊
、
為
重
、
至
言
、
霧
隠
、
重
信
、
思
遣
、
保
、

忠
、
光
保
。

寛
永
十
年
（
月
・
日
不
明
）
、
漢
和
連
句
。
 
（
天
理
図
書
館
蔵
「
石
鼎
集

下
」
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

道
春
、
応
昌
、
玄
仲
、
大
室
、
永
喜
、
正
意
、
重
門
、
昌
俊
、
紹
倍
、
吉

真
。
（
「
連
歌
の
史
的
研
究
」
に
は
年
時
未
勘
と
さ
れ
る
。
）

寛
永
十
二
年
（
月
♂
日
不
明
）
（
「
連
歌
の
史
的
研
究
」
に
よ
る
。
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

昌
琢
、
宗
玄
、
正
方
、
昌
視
、
玄
陳
、
昭
乗
、
玄
的
、
昌
俊
、
章
程
、
言

当
、
宗
因
。

年
時
不
明
（
寛
永
十
五
年
以
降
力
）
 
（
高
橋
箒
庵
旧
蔵
。
金
関
丈
夫
氏
が

前
掲
書
に
お
い
て
紹
介
。
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

宗
甫
、
昭
乗
、
言
当
、
昌
俊
、
宗
玄
。

年
時
不
明
へ
寛
永
十
五
年
以
降
力
）
 
（
陽
明
文
庫
蔵
「
岡
本
半
介
宛
、
松

花
堂
昭
乗
書
簡
」
）

 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

玄
的
、
奈
庵
、
昌
俊
、
昭
乗
。

寛
永
十
七
年
元
旦
。
 
（
島
原
松
平
文
庫
蔵
「
連
歌
集
書
」
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

玄
尚
、
潔
癖
、
紹
其
、
宗
甫
、
'
全
庵
、
昌
俊
。

二

 
以
上
、
管
見
の
範
囲
で
、
昌
俊
（
尚
俊
）
の
名
が
連
歌
資
料
に
初
め
て
見
え

る
の
は
、
慶
長
二
十
年
か
ら
で
あ
る
。
慶
長
二
十
年
、
昌
俊
は
三
十
七
歳
で
あ

る
。
昌
俊
は
慶
長
十
二
年
、
二
十
九
歳
の
頃
、
数
年
の
牢
人
生
活
の
後
、
駿
府

で
、
徳
川
家
康
に
仕
え
御
書
院
番
頭
を
つ
と
め
て
い
た
永
井
直
勝
に
出
仕
し
、

慶
長
十
九
年
に
は
、
大
坂
冬
の
陣
に
参
加
し
、
九
鬼
長
門
守
と
の
抗
戦
に
際
し

て
は
勇
名
を
馳
せ
る
な
ど
し
た
。
慶
長
二
十
年
目
時
点
で
は
、
永
井
直
勝
の
も

と
で
駿
府
を
中
心
に
生
活
を
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

 
し
か
し
、
元
和
二
年
四
月
家
康
が
没
す
る
と
、
直
勝
は
秀
忠
の
も
と
で
江
戸

在
勤
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
昌
俊
も
こ
れ
に
従
っ
て
江
戸
に
移
り
住
ん
だ
と
思
わ
れ

る
。
昌
俊
は
、
寛
永
二
年
永
井
直
勝
が
六
十
三
歳
で
没
す
る
と
、
永
井
家
を
襲

回
し
た
永
井
尚
政
に
引
き
続
い
て
仕
え
た
。
尚
政
は
元
和
八
年
よ
り
寛
永
十
年

三
月
ま
で
老
中
職
を
つ
と
め
、
ほ
と
ん
ど
江
戸
を
離
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
昌
俊
も
元
和
初
年
頃
よ
り
寛
永
十
年
頃
ま
で
、
江

．
戸
を
中
心
に
生
活
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

 
永
井
尚
政
は
寛
永
十
年
差
老
中
を
退
く
と
、
同
年
四
月
、
淀
城
主
と
な
り
京

都
周
辺
の
治
安
に
み
た
っ
た
。
こ
の
時
、
昌
俊
は
こ
れ
に
従
っ
て
京
都
周
辺
に
，

「
移
り
住
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
寛
永
十
五
年
、
五
十
五
歳
の
時
、
老
齢

を
理
由
に
永
井
家
を
致
仕
レ
、
京
都
郊
外
田
辺
薪
村
の
聖
恩
庵
（
俗
に
一
休
寺

と
称
す
）
の
傍
に
庵
を
か
ま
え
て
、
黙
々
庵
と
称
し
て
最
晩
年
を
送
っ
た
。
昌

俊
が
没
し
た
の
は
、
寛
永
二
十
年
八
月
三
日
、
六
十
五
歳
で
あ
っ
た
。

 
昌
俊
が
、
小
堀
遠
州
、
松
花
堂
昭
乗
、
江
月
和
尚
、
淀
屋
介
庵
等
と
親
密
な

交
遊
関
係
を
持
ち
、
京
に
お
け
る
文
化
人
達
の
間
の
中
心
的
な
人
物
と
な
り
、
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前
述
し
た
ご
と
く
、
現
代
に
至
る
ま
で
風
雅
の
道
に
そ
の
名
を
と
ど
め
た
の

は
、
最
晩
年
の
黙
々
庵
時
代
の
活
躍
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
一
応
、

最
晩
年
に
至
る
ま
で
の
連
歌
資
料
を
列
記
し
た
が
、
黙
々
庵
時
代
、
及
び
寛
永

文
化
圏
に
お
け
る
昌
俊
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
茶
会
記
録
、
書
簡
等
の
紹
介
と

と
も
に
別
稿
を
用
意
し
て
い
る
の
で
、
江
戸
在
住
の
頃
の
連
歌
資
料
を
中
心
に

説
明
を
加
え
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

※

 
江
戸
在
住
期
の
佐
河
凪
昌
俊
が
、
当
時
の
連
歌
壇
に
お
い
て
高
い
評
価
を
与

え
ち
れ
て
い
た
こ
と
は
、
林
羅
山
が
昌
俊
の
嗣
子
で
あ
る
俊
甫
の
求
め
に
応
じ

て
、
寛
永
二
十
】
年
に
記
し
た
「
佐
河
田
壺
斎
碑
銘
」
（
「
林
亀
山
文
集
、
巻
四

十
一
こ
）
の
記
事
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

 
 
或
人
、
法
橋
昌
琢
二
間
テ
日
ク
、
当
時
、
能
ク
連
歌
ヲ
ス
ル
者
誰
ソ
や
幾

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ

 
 
バ
ク
有
ル
。
答
ヘ
テ
日
ク
、
鎮
西
二
嵩
置
有
リ
、
・
坂
東
二
巴
俊
有
リ
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
原
漢
文
、
傍
点
筆
者
）

 
昌
俊
は
、
元
和
初
年
よ
り
寛
永
期
に
至
る
約
二
十
年
間
、
連
歌
壇
に
お
廿
る

武
家
歌
人
と
し
て
、
坂
東
随
一
の
者
で
あ
る
と
い
う
評
価
を
与
え
ら
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。

 
昌
俊
に
対
し
て
、
以
上
の
ご
と
き
賞
讃
を
与
え
た
里
村
昌
琢
（
寛
永
十
三
年

忌
、
六
十
三
歳
）
は
、
心
休
を
祖
父
、
鳥
屋
を
父
、
荒
砥
の
女
を
母
と
し
て
生

ま
れ
、
早
く
慶
長
十
三
年
法
橋
と
な
り
、
元
和
三
年
、
父
の
没
後
は
、
遺
領
百

石
を
襲
封
し
て
里
村
宮
家
の
頭
主
と
な
り
、
寛
永
五
年
に
御
城
連
歌
に
勤
仕
し

て
連
歌
壇
に
不
動
の
地
位
を
築
い
た
人
物
で
あ
る
つ
当
時
の
連
歌
師
の
最
有
力

人
物
で
あ
る
。
列
記
し
た
連
歌
資
料
中
、
発
句
を
つ
と
め
る
こ
と
の
も
っ
と
も

佐
河
田
昌
俊
の
連
歌
資
料

多
か
っ
た
人
物
で
あ
る
。

 
里
村
三
家
で
は
、
昌
琢
の
弟
昌
硯
（
寛
文
五
年
忌
、
六
十
四
歳
）
、
昌
琢
の

子
昌
程
（
元
禄
元
年
没
、
七
十
七
歳
）
等
の
名
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。

 
㈹
で
発
句
を
つ
と
め
て
い
る
玄
陳
（
寛
文
五
年
没
、
七
十
五
歳
）
は
、
里
村

北
面
の
頭
主
、
紹
巴
の
孫
で
玄
伍
の
長
男
で
あ
る
。
北
家
で
は
、
他
に
玄
傍
の

弟
玄
仲
（
寛
永
十
五
年
没
、
六
十
～
歳
）
、
玄
傍
の
二
男
玄
的
へ
慶
安
三
年
没
、

五
十
八
歳
）
、
玄
陳
の
長
男
玄
俊
（
寛
文
四
年
没
、
五
十
歳
）
な
ど
の
名
を
見

出
す
こ
と
が
出
来
る
。
．

 
連
歌
資
料
の
み
で
、
職
業
的
連
歌
師
と
の
関
係
を
云
々
す
る
こ
と
は
危
険
な

こ
と
の
よ
う
に
思
え
る
が
、
昌
俊
の
当
時
の
連
歌
壇
に
お
け
る
役
割
が
重
い
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
を
再
認
識
す
る
こ
と
は
出
来
る
。
玄
陳
発
句
の
㈲
の
連
歌
資

料
に
お
い
て
は
、
昌
俊
が
脇
句
を
つ
と
め
（
第
三
を
つ
と
め
た
禅
昌
は
、
北
野

天
満
宮
宮
仕
）
、
昌
俊
が
亭
主
と
な
っ
た
興
行
か
と
思
わ
れ
る
。
衷
た
、
「
本

四
国
師
日
記
」
の
寛
永
八
年
八
月
二
十
三
日
の
条
に
は
、
「
昌
琢
八
月
二
R
之

状
来
ル
。
持
病
差
出
相
年
由
之
書
中
也
。
佐
河
田
藤
六
よ
り
届
ル
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。
論
駁
国
師
、
即
ち
以
心
雪
余
（
寛
永
十
年
没
、
六
十
五
歳
）
が
、
当

時
の
連
歌
壇
に
も
多
大
の
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
そ
の
日

記
に
、
昌
琢
及
び
玄
陳
、
玄
的
の
名
の
し
ば
し
ば
あ
が
っ
て
い
る
こ
と
等
に
よ

っ
て
も
知
り
得
る
が
、
日
記
に
は
「
喜
六
」
の
名
も
あ
が
っ
て
お
り
、
衷
た
、

昌
俊
は
ω
の
資
料
に
お
い
て
も
、
崇
伝
と
同
座
し
て
い
る
。
幕
府
の
対
文
化
政

策
の
重
鎮
と
も
称
す
べ
ぎ
誤
伝
の
周
辺
に
、
昌
俊
が
昌
琢
等
と
と
も
に
出
入
り
．

し
て
い
た
こ
と
は
、
注
目
す
べ
き
こ
と
の
よ
う
に
思
え
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
へ

 
ω
ω
の
資
料
に
お
い
て
、
昌
俊
の
名
が
尚
俊
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
昌
俊
が

養
父
木
戸
元
斎
編
「
師
説
撰
寄
和
歌
集
」
の
写
本
（
天
理
図
書
館
蔵
）
の
奥
書
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（
慶
長
．
十
八
年
）
に
「
み
る
た
ひ
に
袖
の
上
に
そ
な
か
れ
ぬ
る
ふ
か
き
こ
こ
ろ

 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

の
水
く
き
の
あ
と
 
尚
俊
」
と
あ
り
、
ま
た
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
「
高
文

書
」
申
に
あ
る
佐
河
田
昌
俊
の
歌
集
の
巻
頭
に
「
駿
河
に
侍
る
比
飛
鳥
井
宰
相

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
 
へ

雅
庸
へ
よ
み
て
ま
い
ら
せ
け
る
六
尺
の
寄
の
中
に
春
た
つ
を
 
 
高
階
尚
俊
」

と
あ
る
。
（
雅
庸
の
駿
府
下
向
は
慶
長
干
七
年
で
あ
り
、
こ
の
頃
の
こ
と
と
思
わ

れ
る
。
高
階
は
佐
河
田
家
の
先
祖
の
姓
）
昌
俊
は
、
元
和
の
初
め
頃
ま
で
、
尚

俊
と
も
称
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

 
尚
俊
を
昌
俊
と
し
た
理
由
は
明
ら
か
で
な
い
。
し
ば
し
ば
あ
る
こ
と
で
、
問
「

題
に
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
主
君
永
井
尚
政
の
一
字
を
避

け
た
た
め
か
、
或
は
、
里
村
南
家
ゆ
か
り
の
昌
の
字
を
冠
し
た
た
め
か
と
も
推

察
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
時
期
、
自
ら
の
名
が
世
に
表
わ
れ
始
め
た
こ
と
に

対
し
て
何
等
か
の
意
識
が
働
い
た
た
め
か
と
も
思
わ
れ
る
。
西
洞
院
累
歳
が
、

「
時
慶
自
記
」
の
元
和
七
年
七
月
十
七
日
の
条
に
、
「
早
川
田
壺
斎
ト
云
仁
ノ
事

ヲ
聞
、
刀
目
聞
又
歌
道
直
営
ト
」
・
と
記
し
て
い
る
が
、
彼
の
名
が
当
時
の
文
化

入
の
間
で
評
判
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

 
昌
俊
の
名
を
当
時
の
連
歌
資
料
に
し
ば
し
ば
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
は
、
昌

琢
の
評
価
や
、
「
時
明
卿
記
」
や
「
本
極
倒
師
日
記
」
の
記
載
を
傍
証
し
、
そ

の
幅
広
い
交
遊
と
活
躍
を
う
ら
づ
け
る
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。

 
幅
広
い
連
歌
壇
に
お
け
る
活
躍
の
中
で
、
昌
俊
が
も
っ
と
も
多
く
参
加
し
て

い
る
の
は
、
大
名
の
興
行
し
た
連
歌
で
あ
る
。
㈲
を
興
行
し
、
ω
㈹
⑱
に
も
参

加
し
て
い
る
重
頼
は
、
飛
騨
高
山
で
三
万
五
百
石
を
領
し
た
金
森
出
雲
守
重
頼

 
（
慶
安
三
年
没
、
五
十
七
歳
）
で
あ
る
。
祖
父
金
森
長
近
、
父
金
森
可
罰
、
兄

金
森
宗
和
等
、
い
ず
れ
も
茶
人
と
し
て
著
名
で
あ
り
、
金
森
家
は
当
時
に
お
い

て
、
も
っ
と
も
風
雅
を
好
ん
だ
一
門
で
あ
る
。
⑩
⑱
を
興
行
し
て
い
る
小
出
大

和
守
吉
英
（
寛
文
六
年
没
、
八
十
歳
）
は
、
当
時
、
但
馬
出
石
で
五
万
石
を
領
・

し
て
い
た
が
、
吉
英
は
沢
庵
和
尚
を
庇
護
し
た
大
名
と
し
て
知
ら
れ
る
。
沢
庵

と
昌
俊
の
問
．
に
も
交
遊
の
あ
っ
た
こ
と
は
、
寛
永
九
年
夏
の
奥
書
を
持
つ
「
東

海
和
歌
集
」
に
「
佐
川
田
歌
よ
み
て
こ
し
け
る
返
し
」
と
い
っ
た
詞
書
の
あ
る

こ
と
で
も
知
り
得
る
。
猶
、
元
和
元
年
、
大
坂
の
役
の
際
、
小
出
吉
英
は
和

泉
岸
和
田
城
を
守
っ
て
い
た
が
、
岸
和
田
劣
勢
の
折
、
加
勢
に
駆
け
つ
け
た
の

ば
、
前
記
の
金
森
重
頼
で
あ
り
、
以
降
二
家
の
間
に
は
親
密
な
交
遊
が
あ
っ
た

と
言
わ
れ
る
。

 
㈲
を
興
行
し
て
い
る
霊
力
は
、
、
備
中
国
賀
陽
、
寄
屋
等
で
一
万
石
を
領
し
た

蒔
田
左
衛
門
佐
広
定
，
（
寛
永
十
三
年
没
、
六
十
五
歳
）
で
あ
る
。
始
め
秀
吉
、

秀
頼
に
仕
え
た
が
、
関
ケ
原
の
戦
い
の
後
、
高
野
山
に
蟄
居
し
、
後
に
家
康
、

秀
忠
に
仕
え
た
。
認
定
は
甫
庵
と
も
称
し
、
「
配
所
毒
筆
」
に
は
山
鹿
素
行
よ

隔
り
論
語
講
釈
を
受
け
た
人
物
と
し
て
あ
が
っ
て
い
る
。
好
学
の
大
名
と
し
て
、

ま
た
秀
忠
の
御
伽
衆
の
一
人
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

 
秀
忠
の
御
伽
衆
と
し
て
は
、
．
㈲
を
興
行
し
、
⑬
0
の
に
も
参
加
し
て
い
る
佐
久

間
大
膳
亮
勝
之
（
寛
永
十
一
年
没
、
六
十
七
歳
）
が
い
る
。
勝
之
は
始
め
北
条

氏
に
仕
え
た
が
、
小
田
原
没
落
後
蒲
生
二
郷
に
属
し
、
関
ケ
原
の
戦
い
の
後
、

徳
川
氏
に
属
し
、
信
濃
、
近
江
で
一
万
石
を
領
し
た
。
勝
之
は
慶
長
十
九
年
半

多
軸
を
攻
め
て
い
る
が
、
こ
の
時
、
永
井
直
勝
の
も
と
に
あ
っ
た
昌
俊
が
、
そ

の
攻
略
に
戦
功
の
あ
っ
た
こ
と
は
「
碑
文
」
等
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
勝
之
は

そ
の
当
時
か
ら
昌
俊
の
名
を
知
っ
て
．
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

 
列
記
し
た
贅
料
申
、
注
目
す
べ
き
大
名
歌
人
は
、
脇
坂
淡
路
守
安
元
（
承
応

二
年
没
、
七
十
歳
）
で
あ
る
。
安
元
は
①
0
3
を
興
行
し
、
㈲
㈹
㈲
㈹
で
、
昌
俊

と
同
座
し
て
い
る
。
登
場
す
る
回
数
も
、
も
っ
と
も
多
い
。
昌
俊
と
の
関
連
を
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少
し
述
べ
て
お
く
。

、
安
元
は
脇
坂
安
治
の
二
男
と
し
て
生
ま
れ
、
兄
安
忠
の
早
世
に
よ
り
元
和
元

年
に
再
婚
し
、
同
三
年
信
濃
飯
田
に
伊
予
国
大
洲
よ
り
転
封
し
、
五
万
五
千
石

を
領
し
た
。
佐
久
間
勝
之
、
蒔
田
標
定
と
同
様
に
秀
忠
の
御
伽
衆
の
一
人
で

も
あ
る
。
安
元
が
文
芸
に
対
し
て
大
き
な
関
心
を
は
ら
っ
た
大
名
で
あ
る
こ
と
'

は
、
歌
集
「
八
雲
愚
草
」
、
及
び
伊
勢
物
語
の
注
釈
書
で
あ
る
「
在
昔
抄
」
な

ど
の
筆
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
知
れ
る
。
ま
た
、
正
保
元
年
四
月
か
ら
翌
年
六

月
ま
で
の
常
陸
の
下
館
在
番
中
の
日
記
「
下
館
日
記
」
に
は
、
「
続
古
今
亭
を

見
は
て
㌧
続
拾
遺
集
を
よ
み
は
じ
め
る
」
「
玉
葉
呈
し
も
の
ま
き
を
見
る
に
ゑ

ど
よ
り
人
来
た
る
」
 
「
ミ
じ
ろ
ぎ
せ
で
続
千
載
集
を
よ
む
」
等
と
い
っ
た
記
事

が
散
見
す
る
。
ま
鞄
近
世
初
期
の
善
本
蒐
集
家
乏
し
て
も
知
ら
れ
、
「
国
史
館

日
録
」
・
（
延
宝
二
年
五
月
十
二
日
の
条
な
ど
）
な
ど
に
よ
っ
て
そ
の
蔵
書
が
八

雲
軒
本
と
し
て
流
布
し
て
い
た
こ
ど
も
知
れ
る
。
安
元
の
古
典
文
芸
に
対
す
る

情
熱
は
、
他
の
多
く
の
大
名
の
文
芸
へ
の
か
か
わ
り
と
異
な
り
、
た
ん
な
る
教

養
や
慰
み
以
上
の
も
の
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
る
。

 
安
元
の
人
物
像
を
探
り
得
る
も
の
と
し
て
、
「
藩
翰
譜
」
に
次
の
ご
と
き
記

述
が
あ
る
。
．

 
 
此
の
人
当
時
武
家
第
一
の
歌
人
な
り
、
読
め
る
歌
舞
に
伝
は
る
所
多
し
。

 
 
寛
永
の
頃
、
諸
家
の
系
図
を
召
さ
れ
し
に
、
此
の
人
の
奉
る
所
は
祖
父
の

 
 
代
よ
り
記
し
初
め
て
、
其
の
初
め
に

 
 
 
北
南
そ
れ
と
も
知
ら
ず
此
の
糸
の
ゆ
か
り
ば
か
り
の
末
の
藤
原

 
 
と
書
き
て
奉
り
し
か
ば
、
将
軍
家
に
も
殊
に
御
感
斜
な
ら
ず
、

 
「
善
南
そ
れ
と
も
知
ら
ず
…
…
」
の
歌
は
、
「
藤
原
安
元
寛
永
十
九
年
壬
午

七
月
朔
日
」
の
奥
書
を
持
つ
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
「
脇
坂
記
」
に
も
記

佐
．
河
田
昌
俊
の
連
歌
資
料

さ
れ
て
い
る
。

 
中
世
以
来
の
伝
統
的
な
歌
学
の
中
に
育
ま
れ
、
殊
更
に
そ
の
家
柄
を
重
視
し

て
い
た
と
思
わ
れ
る
近
世
初
期
の
歌
人
達
の
巾
に
あ
っ
て
、
家
柄
に
拘
泥
せ
ぬ

こ
の
逸
話
は
、
執
拗
な
ま
で
の
和
歌
へ
の
情
熱
と
と
も
に
、
近
世
初
期
の
大
名

と
文
芸
の
か
か
わ
り
を
考
え
る
上
で
、
い
意
さ
か
の
問
題
を
提
起
し
て
い
る
よ

う
に
思
え
る
。
こ
の
事
は
、
脇
坂
安
元
と
佐
河
田
昌
俊
の
交
遊
を
考
え
る
上
で

も
重
要
な
事
の
よ
う
に
思
え
る
。
昌
俊
に
と
っ
て
、
．
安
元
と
の
交
遊
は
、
た
ん

な
る
空
間
的
広
が
り
を
与
え
た
の
み
な
ら
ず
、
地
下
の
歌
人
と
し
て
の
活
躍
に

新
し
い
意
味
を
持
た
せ
た
．
よ
う
に
思
え
る
。

 
安
元
の
歌
集
「
八
雲
愚
草
」
は
多
く
の
詞
書
を
持
ち
、
哀
傷
、
贈
答
、
饒
別

の
部
か
ら
は
、
安
元
の
交
遊
関
係
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
b
そ
の
中
に
は
、
飛

鳥
井
雅
庸
、
中
院
通
村
、
林
羅
山
、
小
堀
遠
州
、
沢
庵
和
尚
、
金
森
重
頼
等
、

昌
俊
の
交
遊
圏
と
重
な
る
人
物
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
昌
俊
と
の
交
遊
を

示
す
も
の
と
し
て
、
上
巻
、
哀
傷
の
部
に
「
佐
川
田
の
な
に
か
し
な
き
跡
の
あ

ハ
れ
を
ふ
か
く
と
ひ
給
ふ
る
」
「
昌
俊
い
ま
う
と
の
身
ま
か
り
け
る
に
読
て
っ

か
ハ
す
」
と
い
っ
た
詞
書
が
あ
り
、
下
巻
、
贈
答
の
部
に
は
、

 
 
 
五
十
首
の
酌
字
の
冴
よ
み
け
る
時
昌
俊
か
も
と
へ
や
り
て
み
せ
け
れ
は

 
 
‘
よ
み
て
お
こ
せ
侍
る
寄

 
 
言
の
葉
の
．
花
の
ひ
か
り
そ
う
へ
も
な
き
月
の
か
つ
ら
を
折
心
地
し
て

 
（
議
了
）

と
あ
る
。
安
元
と
昌
俊
の
関
係
が
親
密
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
連
歌
資

料
を
、
側
面
か
ら
証
明
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
 
 
 
．

 
昌
俊
と
安
元
が
同
座
し
て
い
る
連
歌
資
料
で
、
初
見
の
も
の
は
、
㈲
の
寛
永

四
年
の
も
の
で
あ
る
。
「
林
羅
馬
詩
集
、
巻
之
十
四
」
の
「
和
二
脇
坂
淡
州
大
守

元
旦
倭
歌
四
十
七
首
」
の
注
に
「
今
弦
之
冬
淡
州
卒
去
年
七
十
少
目
先
生
二
歳
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ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

相
識
三
十
年
交
際
最
厚
」
と
あ
り
、
安
元
の
没
年
か
ら
逆
算
す
れ
ば
、
三
十
年

以
前
と
は
寛
永
の
初
年
頃
か
ら
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
昌
俊
と
羅
山
の
関
係
に

つ
い
て
は
、
既
に
宗
政
二
等
の
前
掲
書
に
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
寛
永
六
年

に
は
、
書
誤
の
長
子
叔
勝
の
天
死
を
悼
む
歌
三
首
（
「
林
三
山
詩
集
、
巻
四
十

一
」
）
が
、
昌
俊
よ
り
お
く
ら
れ
、
ま
た
羅
山
の
第
四
子
守
勝
の
「
読
響
詩
集
、

巻
七
」
．
に
は
昌
俊
の
子
俊
甫
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
羅
山
と
昌
俊
の
関
係

も
、
儀
礼
的
交
遊
以
上
の
も
の
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

 
寛
永
初
年
、
昌
俊
の
四
十
代
後
半
、
脇
坂
安
元
、
林
羅
山
野
と
の
交
遊
は
、

よ
り
親
密
な
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
因
に
、
昌
俊
の
交
遊
圏
の

軸
と
な
っ
た
人
物
達
、
小
堀
遠
州
、
林
戸
山
、
脇
坂
安
元
、
松
花
堂
昭
乗
等
の

年
齢
は
五
歳
と
離
れ
て
い
な
い
。
寛
永
三
、
四
年
頃
、
彼
等
は
四
十
代
後
半
を

．
む
か
え
て
い
た
。
細
川
幽
斎
（
慶
長
十
五
年
没
、
七
十
七
歳
）
等
を
中
心
と
し

た
中
世
的
残
像
の
色
濃
い
時
代
か
ち
、
新
し
い
文
化
圏
を
形
醸
す
る
力
を
得
た

彼
等
の
始
動
の
時
期
と
、
昌
俊
の
連
歌
壇
に
お
け
る
活
躍
の
始
ま
る
時
期
が
、

期
を
同
じ
く
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。

 
列
記
し
た
資
料
中
、
⑪
を
興
行
し
、
ω
に
も
同
座
し
て
い
る
義
保
は
、
下
野

国
芳
賀
郡
小
貫
で
三
千
八
百
六
十
石
を
与
え
ら
れ
た
幕
臣
岡
本
義
保
、
⑫
の
潜

心
は
そ
の
弟
で
あ
る
。
α
の
の
久
盛
は
、
豊
後
国
岡
城
主
で
七
万
石
を
領
し
た
中

川
内
膳
正
久
盛
（
承
応
二
年
没
、
六
十
歳
）
で
あ
る
。
昌
俊
の
名
は
、
当
時
の

連
歌
好
士
の
大
名
間
に
相
当
に
知
ら
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
。

 
ω
㈲
㈹
⑩
⑪
⑬
0
3
q
の
㈲
⑯
㈱
で
同
座
し
て
い
る
昌
昌
（
正
保
二
年
没
）
は
、

高
野
山
文
珠
院
の
僧
、
一
名
応
周
、
字
は
保
乗
、
興
山
寺
の
第
三
世
で
あ
る
コ

応
諾
は
、
章
李
六
年
文
珠
院
堂
蘇
領
停
廃
を
め
ぐ
る
、
行
人
方
と
学
侶
方

と
の
対
立
事
件
に
お
い
て
著
名
で
あ
る
。
応
昌
が
当
時
の
連
歌
壇
に
お
い
て
も

有
力
な
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
前
記
資
料
に
数
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
も
知
り
得
る
が
、
寛
永
十
五
年
正
月
二
十
日
の
徳
川
家
光
出
座
の
恒
例
の
具

足
祝
の
連
歌
に
お
い
て
・
第
三
を
つ
と
め
て
い
る
旨
．
（
直
読
の
発
句
・
家

光
の
脇
句
）
か
ら
、
ま
た
「
有
米
廼
記
」
な
ど
に
名
前
の
あ
る
こ
と
な
ど
か

ら
も
知
り
得
る
。
ま
た
古
聖
山
と
の
交
遊
は
、
「
林
心
肝
詩
集
」
巻
四
十
の

「
悼
二
惜
文
珠
院
鷹
昌
一
」
 
「
下
篇
七
年
忌
」
な
ど
に
よ
っ
て
う
か
が
う
こ
と
が

出
来
る
。
「
隔
萱
ハ
記
」
等
に
、
応
昌
と
諸
大
名
と
の
交
流
の
あ
る
こ
と
な
ど
既

 
 
 
 
 
（
注
1
0
）

に
指
摘
が
あ
る
。
㈹
㈱
⑳
の
徳
元
は
、
貞
徳
門
五
俳
哲
の
一
人
と
し
て
知
ら
れ

る
斉
藤
徳
元
（
正
保
四
年
没
、
八
十
四
歳
）
で
あ
る
。
徳
元
と
応
昌
と
の
交
流

に
つ
い
て
も
既
に
指
摘
が
あ
る
の
で
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。
そ
の
他
、
ω
㈱
に

同
座
し
て
い
る
林
巣
山
の
弟
永
喜
（
信
澄
、
寛
永
十
五
年
前
、
五
十
四
歳
）
、

羅
山
、
脇
坂
安
元
ら
と
親
密
で
あ
っ
た
尾
張
藩
影
画
正
意
ハ
杏
庵
、
寛
永
十
九

年
没
、
五
十
八
歳
頃
な
ど
の
名
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
昌
俊
と
の
交
流
を
、
そ

の
全
集
等
に
見
出
す
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
傍
証
さ
れ
得
る
資
料
を
見
出
し

た
段
階
で
追
考
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 
連
歌
資
料
中
、
昌
俊
の
伝
記
資
料
と
し
て
注
目
す
べ
き
も
の
は
、
㈲
の
上
杉

定
勝
公
万
句
興
行
連
歌
で
あ
る
。
宗
茂
と
あ
る
の
は
、
筑
前
柳
河
で
十
三
万
石

を
領
し
、
秀
忠
の
御
伽
衆
で
も
あ
っ
た
立
花
飛
騨
守
倍
増
（
寛
永
十
九
年
没
、

 
 
 
 
 
 
 
（
注
1
1
）

七
十
四
歳
）
、
で
あ
ろ
う
。
上
杉
定
勝
（
正
保
二
年
没
、
四
十
二
歳
）
は
、
出
羽

米
沢
で
十
五
万
石
を
領
し
て
い
る
。
定
勝
の
父
景
勝
 
（
元
和
九
年
没
、
六
十

九
歳
）
は
、
昌
俊
並
び
に
昌
俊
の
養
父
木
戸
玄
斎
に
と
っ
て
は
、
旧
主
君
で
あ

り
、
上
杉
家
は
、
昌
俊
の
前
半
生
に
と
っ
て
も
っ
と
も
重
要
な
か
か
わ
り
を
も

っ
て
い
る
。
養
父
木
戸
玄
斎
は
、
上
杉
家
一
門
に
お
け
る
重
臣
と
し
て
、
鶴
岡

の
大
宝
寺
城
主
と
な
り
、
ま
た
朝
鮮
の
役
に
も
参
加
し
た
武
将
で
あ
る
。
ま
た
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上
杉
家
文
芸
の
申
心
的
存
在
と
し
て
直
江
歪
曲
ら
と
共
に
知
ら
れ
て
い
る
武
家

歌
人
で
あ
る
。
昌
俊
は
こ
の
元
斎
の
も
と
で
養
育
さ
れ
、
和
歌
を
教
え
ら
れ
た

の
で
あ
る
。
昌
俊
は
元
斎
の
後
継
者
と
し
て
上
杉
家
文
芸
の
中
心
に
な
り
得
る

こ
と
を
期
待
さ
れ
て
養
育
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

 
前
記
拙
稿
に
お
い
て
、
昌
俊
が
上
杉
家
を
離
れ
、
牢
人
の
身
と
な
っ
た
時
期

を
、
慶
長
六
年
八
月
以
降
の
こ
と
と
し
、
そ
の
時
期
が
上
杉
景
勝
が
徳
川
方
と

．
の
徹
底
抗
戦
を
避
け
て
会
津
よ
り
米
沢
へ
の
移
封
に
応
じ
た
頃
と
重
な
り
あ
う

も
の
で
あ
ろ
う
と
推
論
し
た
。
昌
俊
が
二
十
三
歳
頃
の
こ
と
で
あ
る
。
仮
に
、

関
ケ
原
の
戦
い
等
も
な
く
、
上
杉
家
が
そ
の
安
泰
を
保
っ
て
、
豊
臣
政
権
下
に

重
き
を
な
し
て
い
た
な
ら
ば
、
昌
俊
も
ま
た
上
杉
家
一
門
で
文
芸
に
名
の
あ
る

武
将
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
・
し
か
し
、
牢
人
後
、
二
十
数
年
、

昌
俊
の
人
生
は
大
き
く
変
化
し
、
今
、
四
十
代
の
昌
俊
ば
、
か
つ
て
の
宿
敵
、

徳
川
家
一
門
永
井
直
勝
の
家
臣
と
し
て
頭
角
を
あ
ら
わ
し
た
の
で
あ
る
。

 
昌
俊
が
、
永
井
家
の
家
臣
と
し
て
、
旧
主
家
上
杉
定
勝
主
催
の
連
歌
会
に
列

し
た
こ
と
の
事
実
は
、
昌
俊
の
寛
永
初
年
の
置
か
れ
た
状
況
を
象
徴
的
に
示
し

て
い
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
上
杉
定
勝
と
昌
俊
の
年
齢
差
は
二
十
五
歳
。
昌

俊
が
越
後
在
住
の
頃
、
定
勝
と
面
識
の
あ
ろ
う
は
ず
は
な
い
。
し
か
し
、
旧
主

家
を
眼
前
に
一
座
す
る
昌
俊
の
胸
中
に
複
雑
な
思
い
が
あ
っ
た
と
す
る
の
は
、

あ
な
が
ち
筆
者
の
思
い
す
ご
し
で
は
な
い
よ
う
に
も
思
え
る
。
少
な
く
と
も
、

関
ケ
原
戦
後
二
十
年
、
昌
俊
の
連
歌
壇
に
お
け
る
活
躍
は
、
新
し
い
世
代
に
お

け
る
新
し
い
状
況
の
変
化
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

 
以
上
、
佐
河
田
昌
俊
の
関
係
し
た
連
歌
資
料
を
列
記
し
、
い
さ
さ
か
恣
意
的

な
感
想
を
述
べ
た
。
昌
俊
の
前
半
生
が
中
世
末
の
武
家
歌
壇
に
立
脚
し
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
た
前
記
拙
稿
に
対
し
て
、
本
稿
で
は
、
昌
俊
の
連
歌
と
の
か
か

佐
河
田
昌
俊
の
連
歌
資
料

わ
り
を
述
べ
な
が
ら
、
所
謂
近
世
的
な
新
し
い
動
向
に
つ
い
て
も
ふ
れ
た
つ
も

り
で
あ
る
。
重
層
的
な
寛
永
文
化
の
解
明
へ
の
手
が
か
り
に
な
り
得
れ
ば
と
も

思
う
。

 
別
に
機
会
を
改
め
て
、
今
回
ふ
れ
え
な
か
っ
た
、
小
堀
遠
州
、
松
花
堂
三

乗
、
淀
遠
心
庵
等
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
、
昌
俊
の
最
晩
年
、
・
寛
永
文
化
の

中
枢
的
位
置
に
あ
っ
て
活
躍
し
た
状
況
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
す
る
。

（
注
1
）
 
昌
俊
の
近
世
に
お
け
る
評
価
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
佐
河
田
昌
俊
の

歌
一
首
管
見
」
（
『
梅
光
女
学
院
大
学
、
日
本
文
学
研
究
第
十
五
号
』
、
昭
和

五
十
四
年
）
に
お
い
て
ふ
れ
た
。

（
注
2
）
 
金
関
丈
夫
，
「
心
に
か
か
る
峯
の
白
雲
一
佐
川
田
昌
俊
伝
」
 
（
「
お

月
さ
ま
い
く
つ
」
、
昭
和
五
十
五
年
、
法
政
大
学
出
版
局
）
参
照
。

（
注
3
）
 
「
佐
河
田
昌
俊
-
近
世
初
期
の
一
武
家
歌
人
の
生
涯
」
（
『
論
集
、

日
本
文
学
・
日
本
語
4
脳
鰍
』
、
昭
和
五
十
三
年
、
角
川
書
店
）

（
注
4
）
 
（
注
2
）
の
他
に
、
「
茶
杓
都
鳥
」
（
「
茶
道
雑
誌
』
、
昭
和
一
，
一
十

五
年
五
月
）
、
「
雪
さ
ら
し
」
（
『
淡
交
』
昭
和
四
十
年
七
月
）

（
注
5
）
 
「
池
田
威
迫
博
士
古
稀
記
念
論
集
・
和
歌
文
学
と
そ
の
周
辺
」
（
昭

和
五
十
七
年
刊
予
定
、
桜
楓
社
）
に
「
高
階
尚
俊
歌
集
-
解
説
と
翻
刻
1
」

と
し
て
紹
介
。

（
注
6
）
 
拙
稿
「
佐
河
田
昌
俊
の
前
半
生
に
つ
い
て
」
（
「
近
世
文
芸
」
、
昭

和
五
十
四
年
九
月
）

（
注
7
）
 
「
八
雲
愚
草
」
並
び
に
「
下
館
日
記
」
は
、
金
井
寅
之
助
氏
に
よ

っ
て
、
松
蔭
女
子
学
院
大
学
国
文
学
研
究
室
編
『
文
林
」
に
紹
介
、
翻
刻
が

あ
る
。

（ to7 ）



（
注
8
）
 
加
藤
定
彦
「
古
俳
譜
資
料
「
半
井
卜
養
狂
歌
集
其
他
』
の
解
題
と

翻
刻
」
 
（
「
近
世
文
芸
資
料
と
考
証
』
第
九
号
）
の
解
説
等
参
照
。

（
注
9
）
 
 
「
大
…
猷
院
殿
御
実
紀
」
巻
十
九
、
参
照
。

（
注
1
0
）
 
田
中
善
信
「
「
隔
尊
旧
記
』
連
俳
資
料
e
」
」
（
「
文
芸
と
批
評
」
第

三
巻
第
四
号
）
参
照
。

（
注
H
）
 
御
伽
衆
に
つ
い
て
は
「
大
名
と
御
伽
衆
」
 
（
桑
田
忠
親
著
、
有
精

堂
）
を
参
照
。

（
追
記
）
本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
加
藤
定
彦
氏
に
多
く
の
御
教
示
を
受
け
ま

し
た
。
付
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

C 108 ）

、


